
 

 

 

 

    令和５(2023)年 9月 19日 

 

 

ＵＲ防災セミナーを 11/17（金）に開催！ 

激甚化・頻発化する自然災害に「今から備え、行動する。」 
～発災後の対応から、事前に備える行動を考える～ 

 

独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）は、激甚化・頻発化する自然災害に「今から

備え、行動する。」～発災後の対応から、事前に備える行動を考える～をテーマとしたセミナ

ーを、令和５年 11 月 17 日（金）に東京都品川区の品川グランドセントラルタワーで開催し

ます（当日は「会場」と「ＷＥＢ配信」のハイブリッド形式で行い、アーカイブ配信も行う

予定です）。 

本セミナーは、ＵＲ都市機構が主催する防災・災害対応に関するセミナーです。大規模自

然災害の発生時、まずは自らの命を守る行動、そして地域全員で生き延びる行動が最重要で

すが、その後の生活と社会活動をいち早く元に戻す行動も求められます。 

発災後、速やかに必要となる行動や対策に、時間軸を意識して対策を考えることで、平時

から取り組んでおくべき事項を明らかにし、関係者一人ひとりが「自分事」として備え、地

域の災害対応力を底上げすることを目指します。 

登壇者からそれぞれの専門分野の話を聞き、「今からできる備えは何か」について考え、「災

害に強いまちづくり」についても考える契機とします。 

 

 

≪セミナー概要≫ 

 
１ 日時、場所：会場・ライブ配信 令和５年 11 月 17 日（金）14:00-17:00 

品川グランドセントラルタワー３階 品川ザ・グランドホール 

ＷＥＢ・アーカイブ配信 UR のＨＰ上を予定 

２ テーマ：激甚化・頻発化する自然災害に「今から備え、行動する。」 

～発災後の対応から、事前に備える行動を考える～ 

３ 主催：UR 都市機構 

４ 後援：内閣府（防災）、国土交通省 

５ プログラム：次ページの通り 

６ 申込方法：セミナー専用ホームページより事前にお申し込みください。※参加・視聴無料 

７ セミナー専用ホームページ：https://www.ur-net.go.jp/re/bousai/urseminarR5.html 

８ 登壇者：次ページの通り 

 

 

お問い合わせは下記へお願いします。 

 本社 災害対応支援室 事業支援課   本社 広報室 報道担当 

 

 

 （電話）０４５－６５０－０４２２   （電話）０４５－６５０－０８８７ 

 

https://www.ur-net.go.jp/re/bousai/urseminarR5.html


 

≪ＵＲ防災セミナー プログラム≫ 

 

日時：令和５年 11 月 17 日（金）14:00-17:00 

会場：品川グランドセントラルタワー３階 品川ザ・グランドホール 

（13：00 開場） 

 

■14：00～14：10 主催者あいさつ 

 ＵＲ都市機構 理事長 中島 正弘 

 

■14：10～14：30 課題提起 

国土交通省水管理・国土保全局長 廣瀬 昌由 氏 

「防災に係る国土交通省の取組状況について」 

■14：30～15：10 基調講演  

 東京大学大学院情報学環総合防災情報センター 客員教授 松尾 一郎 氏 

「今から備え、行動する。」 

■15：10～15：25 休憩  

 

■15：25～16：55 パネルディスカッション 

パネリスト 

・東京大学大学院情報学環総合防災情報センター 客員教授 松尾 一郎 氏 

・ 防災士/日本大震災・原子力災害伝承館 常任研究員 葛西 優香 氏 

・ 山形県飯豊町 税務会計課税務室長 佃 典子 氏 

・ 足立区副区長 工藤 信 氏 

・ 一般社団法人 HAMADOORI13代表理事 吉田 学 氏 

 

■16：55～17：00 閉会の挨拶 

※登壇者及び講演内容は変更になる場合がございます。 

 

 

 

〇全体司会進行 

㈱フジテレビジョン アナウンサー 佐々木 恭子 氏 



 

 

 

UR都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホルダ

ーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、

「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に挑

戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考

えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・

賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

 

https://www.ur-net.go.jp/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ur-net.go.jp/


ハイブリッド開催（会場・WEB配信）

program
プログラム

防災士
東日本大震災・原子力災害伝承館 常任研究員葛西 優香氏

UR防災セミナー

パネルディスカッション

会  場

11
17

F
R
I 金

14:00~17:00

2023

山形県飯豊町  税務会計課  税務室長佃　典子氏

足立区副区長工藤　信氏

一般社団法人 HAMADOORI13代表理事吉田　学氏
司会進行

フジテレビアナウンサー

ＵＲ防災専門家として地区防災計画関連講義を多数実施

被災自治体での住家被害認定業務の現場で陣頭指揮

足立区は都市復興マニュアルを策定し、復興時の段取り等を事前準備

民間主導で復興活動を支援

我が国タイムライン防災の第一人者

品川グランドセントラルタワー3階

品川ザ・グランドホール品川ザ・グランドホール

佐々木 恭子氏

「今から備え、行動する。」

同志社大学経済学部卒業後、リクルート入社。防災FM局での放送
業務を経て、福島県浪江町に移住し、「(株)いのちとぶんか社」取締役
として、防災まちづくりに取り組む。

令和４年８月山形県飯豊町において線状降水帯による大規模な
降雨被害が発生。飯豊町の税務室長として現場の最前線で指揮を
執り、被災者の生活再建に向け、奔走した。

法政大学工学部卒業。昭和60年入区。「足立区都市復興マニュ
アル」を令和３年に改定。現在は、地域住民とのワーキングによる
「地区復興まちづくり計画」を策定中。

東京電力グループ会社勤務等を経て、2021年に「一般社団法人
HAMADOORI１３」設立。代表理事として福島復興のための活動を、
幅広いフィールドで行っている。福島県大熊町出身。

1996年、(株）フジテレビジョンにアナウンサーとして
入社。以来、情報番組・報道番組を担当し、現在は「ワイド
ナショー」出演。阪神淡路大震災で自宅が全壊した経験
から、災害時「命を守る報道」を探求中。

参加無料
（要事前申込）

Mail : X91275@ur-net.go.jp

独立行政法人都市再生機構主　　催

独立行政法人都市再生機構  災害対応支援室問合せ先

内閣府（防災）・国土交通省後　　援

申込方法
URL又はQRコードからアクセスして事前登録ください。
https://www.ur-net.go.jp/re/bousai/urseminarR5.html

11月7日（火）締切

Time schedule

UR都市機構  理事長中島 正弘

国土交通省
水管理・国土保全局長廣瀬 昌由氏

東京大学大学院 情報学環 
総合防災情報研究センター 客員教授松尾 一郎氏

東京大学大学院 情報学環 
総合防災情報研究センター 客員教授松尾 一郎氏

「今から備え、行動する。」

「防災に係る国土交通省の取組状況について」

タイムスケジュール

主催者挨拶

課題提起

基調講演

休   憩

パネルディスカッション

専門はタイムライン防災等の防災行動学、コミュ
ニティー防災、被災者視点の防災まちづくり研究。
2000年有珠山噴火、2011年東日本大震災後の
復興まちづくりを被災自治体や住民組織と共に
長年協働してきた。「タイムライン防災」については、
第一人者として国内の普及啓発に尽力している。

14：00～14：10 （10分）

14：10～14：30 （20分）

14：30～15：10 （40分）

15：10～15：25 （15分）

15：25～16：55 （90分）

閉会の挨拶 16：55～17：00 （5分）

激甚化・頻発化する自然災害に

～発災後の対応から、事前に備える行動を考える～



ハイブリッド開催

（会場・WEB配信）

～発災後の対応から、事前に備える行動を考える～

大規模自然災害の発生時、まずは自らの命を守る行動、そして地域全員で生き延びる

行動が最重要ですが、その後の生活と社会活動をいち早く元に戻す行動もまた求めら

れます。そのためには、個人、コミュニティ、公共それぞれの立場で事前に対策を準備

しておき、事後速やかに行動することが必要となります。

本セミナーでは、発災後に必要となる行動や対策について、時間軸の視点から考えます。

時間軸を意識することで、平時に取り組んでおくべき事項についても明らかになり、関係者一人ひとりが

「自分事」として普段から備え、地域の災害対応力を底上げすることを目指します。

当日は、登壇者の皆様からそれぞれの専門分野の知見をお話しいただくことで、激甚化・頻発化する自然災害に

「今からできる備えは何か」について改めて考え、「災害に強いまちづくり」についても考える契機とします。

申込方法

会場案内

本セミナーは、会場・WEB配信のハイブリッド方式で行いますが、どちらの場合も事前登録が必要です。

以下の点にご留意の上、セミナー専用ホームページより11月7日（火）までに申し込みください。

●会場参加費・WEB視聴費共に無料です。

●会場での参加希望について、申込が多数の場合は、ご希望に沿えない場合がございます。参加方法については、順次ご登録い

ただいたメールアドレスにご案内します。会場参加のご希望に沿えなかった方には、ライブ配信用のURLをご案内します。

●ライブ配信での参加希望についても、開催日の1カ月前から、順次ご登録いただいたメールアドレスにライブ配信用のURL

をご案内します。

●アーカイブ配信は令和5年11月22日以降、UR都市機構のセミナー専用ホームページよりご覧いただける予定です。

●当日（11月17日）、参加者には簡単なアンケートを実施しますのでご協力の程お願いします。

エスカレーター

階段

階段

交番

ファミリーマート

進入禁止
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太陽生命
品川ビル

品川イーストワン
タワー

品

川
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アトレ品川

JR 品川駅

三井住友銀行

ストリングスホテル東京

エクセルシオールカフェ

エスカレーターで3Fへ

品川グランドホール

品川駅改札から会場入口までは
同じフロアです。

MAIL : X91275@ur-net.go.jp

独立行政法人都市再生機構主       催

独立行政法人都市再生機構  災害対応支援室問 合 せ 先

内閣府（防災）・国土交通省後       援

品川ザ・グランドホール

○JR山手線・京浜東北線・横須賀線・東海道本線

　「品川駅」港南口より徒歩5分

○東海道・山陽新幹線「品川駅」港南口より徒歩5分

○京急「品川駅」より徒歩8分

〒108-0075　東京都港区港南2-16-4　品川グランドセントラルタワー3階

TEL: 03-5463-9971

アクセス

https://www.ur-net.go.jp/re/bousai/urseminarR5.html

セミナー専用ホームページ

UR防災セミナー
激甚化・頻発化する自然災害に「今から備え、行動する。」

開催趣旨


